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活動状況調査票Ⅰ 

学校経営における健康づくりについて 

 

１ 学校経営方針と健康づくり 

（１）学校の教育目標及び教育計画への健康づくりの位置づけ 

本校は、明治６年開校の「徹明義校（後に徹明小学校）」と、昭和１３年開校の「木之本

尋常小学校（後に木之本小学校）」が平成２９年に統合されて新設立し、本年度、開校６年

目となった。岐阜の玄関口である岐阜駅に面した岐阜市の中心部に位置し、特別支援学級

を含め１５学級、児童数３１５名（令和４年５月現在）の中規模校である。 

  統合以前より両校とも健康教育や歯科指導に力を入れて取り組み、市や県の歯科保健優

良学校としてたびたび表彰されてきた。また、統合されて徹明さくら小学校になってから

もそうした伝統を継承し、岐阜市環境衛生活動優良校や岐阜県学校歯科保健優良校をはじ

めとして、健康や安全に関する数々の表彰を受けている。 

  統合により開校した本校は二つの地域をもつが、コミュニティ・スクールという枠組み

の中で二つの地域が融合し、二つの地域が学校の教育活動を積極的に支援してくださって

いる。また、保護者もＰＴＡを中心に、学校と地域とが連携した行事に進んで参加したり

プール掃除等のボランティア活動に多数参加したりするなど学校の活動に協力的である。 

  そうした本校は、令和３年度より、学校の教育目標を 

自分とみんなのしあわせをつくる ～かしこく やさしく たくましく～ とした。 

目標に掲げた「しあわせ」とは、心身や社会環境が 

良好な状態であるウェルビーイングの意味を含むも

のであり、自分のみならず学校の仲間、家庭、地域、

社会という「みんな」の「しあわせ」をつくる主体者

として児童自身が行動する力の育成を目指す目標で

ある。特に、開校６年目になる本年度は、全校が本校

に入学し本校で過ごした児童となる記念すべき年で

あり、「さくらリボーンプロジェクト」と銘打ち、子供

自身が「新たな価値（スクールプライド）」をつくり出

す年にすべく取り組んでいる。 

  その「スクールプライド」の具体的な取組場面は、  

「個が生きる学び」「合奏・合唱（エンジョイバンド）」

「あいさつ・掃除」「歯みがき・体力」の４つである。

統合前の両校で取り組んできた歯科保健・口腔衛生を

健康教育の重点としたヘルスプロモーションによる生きる力の育成と、心身ともに「しあ

わせ」な学校づくりをテーマに、学校、児童、保護者、地域が協働して取り組んでいる。 
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（２）健康づくりをよりよく実践するための配慮事項 

  児童が心身ともに健康でしあわせに生活するには、児童自身にたくましく生き抜く力を

育むとともに、その土台となる安全・安心な学校をつくることが必要である。 

学校の教育目標を受け、健康教育の目標を「自分の体についての認識を深め、健全でたく

ましい体づくりをする子の育成」として健康教育全体計画を作成している。特に「ヘルスプ

ロモーションによる生きる力の育成を目指した歯科指導」を重点に取り組んでいるため、

歯科保健指導全体計画や歯科保健指導年間計画も作成している。（「特徴的な活動①」） 

 安全・安心な学校づくりのためには、児童の健康や安全・安心を脅かす危機の未然防止や

早期対応が重要である。災害や事故だけでなく、いじめや不登校、児童虐待やヤングケアラ

ー、ＳＮＳによるネットトラブルなど、児童の健康や安全を脅かす危機は多岐にわたって

いる。そうした「外からの脅威」と「内なる危機」への対応や未然防止の体制づくりも健康

づくりの基盤となると考え、不断の検証を重ねながら実践を続けている。（「特徴的な活動

②」） 

文字通り予測不可能な未来を生み出した新型コロナウイルス感染症は、健康づくりをよ

りよく実践するうえで、避けて通れない事項である。刻々と変化する感染状況に積極的に

対応するため、本校では、「ＯＯＤＡループ」の手法で変化に強

い体制を目指した。例えば、校内児童やその家族に感染が広が

りそうな予兆があれば、県や市の指示を待たずして活動を縮小・

停止する。歯みがきも「今週は、学校では行わない。」と決める。

逆に、感染状況が落ち着いてきたタイミングで修学旅行に出か

けたり、「青空歯みがき」を毎日実施したりするというように、

刻々と変化する状況を見極めて臨機応変に対応し、「できるとき

に」「できることを」「できる方法で」行うことを大切にしてきた。 

しかし、３年近くに及ぶコロナ禍が、学校教育や子供たちの成長に及ぼす影響は大きい。

ただ、その影響は、ネガティブな影響ばかりではない。新型コロナ感染症によって、自分の

健康を自分で守っていくという意識が児童自身に芽生え、日々の自己健康チェックや手洗

い、換気など、自分でできることを自分でしていこうという行動力が高まった。また、児童

のコロナ感染をきっかけに、児童会が中心となり地域と協働した「シトラスリボンプロジ

ェクト」を行うなど、心の健康や安心な環境づくりのために児童自らが動き出した活動も

あった。こうしたコロナ禍において、感染症対策に配慮しながらも学校の教育目標の具現

のために工夫した健康教育の実践については、後述の調査票Ⅱの中で具体的に述べる。 

このように、本校の健康づくりでは、歯科指導と安全・安心な教育環境づくりに重点を置

いているが、健康教育の各分野が有機的に関わり合うことで全体を高めようと意図してい

る。また、保護者や地域、校医の先生方をはじめとする関係機関や外部人材とも協働しなが

ら、児童自身が力を付けるとともに、よりよい教育環境づくりが推進できるよう取組を推

進している。 
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２ 健康づくりに関する計画 

（１）学校保健計画（教育・管理）作成に当たっての配慮事項 

  学校保健計画では、教育の側面と管理の側面との取組が、年間を通して統合されて機能

するよう、以下のことに留意して計画を作成している。 

① 様々な情報を分析し、児童の実態や学校課題に即した活動を計画する。 

② 学校の教育目標・教育方針に則り、歯科保健・口腔衛生に関する内容に重点を置き、

年間を通して活動できるよう配慮する。 

③ 時期や学校行事、地域行事、その他の教育活動との関連を考慮し、最も適切な時期

に行うことができるようにする。 

④ 健康委員会や環境委員会などの児童会活動を中心に、児童が校内外に働きかける場

を位置付ける。 

⑤ 学校医・学校歯科医・学校薬剤師・保健所担当保健師・ＰＴＡ役員にも積極的に助

言を求めたうえで作成する。 

⑥ 全教職員が共通理解・共通行動ができるよう、適切な時期に研修を位置付ける。 

⑦ 年度当初の計画には予定していなかった内容についても、必要であると判断したこ

と、児童からやってみたいと声が上がったことなどについて、前例がないために行

わないのではなく、「できる方法」を工夫して積極的に取り組む。 

⑧ コロナ禍でも活動やコミュニケーションが滞ることがないよう、ＧＩＧＡスクール

によって配備されたタブレット端末や、教育ＤＸとして導入された各種ソフト・ア

プリを活用する。 

特に⑧に挙げたＩＣＴの活用により、欠席・遅刻等の家庭からの連絡や、家庭での健康チ

ェックを担任や養護教諭がデジタル連絡帳でチェックしたり、配信機能を使って、学校か

らのたよりや動画をデジタルで家庭に届けたりといったことも可能になった。オンライン

のアプリで双方向のコミュニケーションも可能なため、フィジカルなコミュニケーション

が難しいコロナ禍において、そのメリットを十分に生かすよう配慮している。 

 

（２）学校保健計画を実践するための具体的手立て 

  年間の見通しのなかで、各活動における児童に付けたい力との関連を明らかにし、養護

教諭・保健主事を中心とした健康安全指導部でねらいや手立てを検討した内容を全教職員

に職員会で提案して実施している。この計画は前年度末から次年度に向けて何度も検討を

重ねてきたものであるが、前項でも述べたように、状況を判断して適宜必要な指導を加え

たり変更したりした内容を職員内のファイル共有アプリで共有するなど、柔軟に対応でき

るよう考えている。 

重点を置いている歯科保健・口腔衛生については、学級活動や委員会を中心とした児童

会の常時活動に加え、５年生の総合的な学習の時間にも「丈夫な歯、健康なくらし」という

単元で学んでいる。その単元では、自身の歯や口腔の状態を知って課題意識をもち、課題追
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究のために調べて実践するだけでなく、学んだことのなかで他の人にも広めたいことを家

族や近隣保育所の幼児、地域の方々に主体的に発信する過程を位置付けるなど、社会に開

かれた教育課程になるよう工夫している。 

  年度当初に全教職員で行うエピペン研修会や、プ

ール開きの前に行う救急救命講習・校内プール管理

者講習などは、適切な時期に行うことを大切にした

教員研修の例である。研修会を行う際は、より実態

に即した危機対応の力が身に付くよう、ロールプレ

イを取り入れたり、関係機関や学校医・学校薬剤師

を講師に招き、専門的な話を聞いて理解を深めたり

している。 

  また、子供たちが万が一水難事故に遭ったときに

必要な水慣れや、ある程度の泳力は小学校低学年の

うちにこそ培うべきだという判断から、コロナ感染

防止により２年間実施してこなかった学校プールで

の水泳指導を、本年度は行った。 

実施に当たっては、事前に学校医から、コロナ禍

に感染対策を講じながら実施する水泳指導の在り方

について、養護教諭と体育主任が指導をいただいた。

約３年間放置されていたプールをきれいにするに

は、児童と教職員の力だけでは難しいため、ＰＴＡ

役員に相談し、保護者からボランティアを募って手

伝っていただくことにした。保護者ボランティアの

中には、午前も午後もお越しくださった方もいて、

「子供と共に気持ちのよい汗を流すことができまし

た。」というご感想までいただけた。 

さらに、プール掃除後には学校薬剤師に水質等を

含めたプールの衛生管理について教職員に研修をし

ていただいたり、消防署の方に救急救命講習をして

いただいたりした。 

こうした例のように、計画された保健計画を実施す

るために、児童を中心に、適切な時期を考慮し、校内

の健康安全指導部、学校医や学校薬剤師、保護者、地

域、関係諸機関がチームとして各々の役割を果たし

つつ、協力し合って推進するよう心がけている。 

 

４月に行ったエピペン研修の様子 

学校医による水泳に関する指導 

保護者ボランティアとのプール掃除 

消防署の指導による救急救命訓練 
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（３）学校安全計画（教育・管理）作成に当たっての配慮事項 

  学校安全計画では、教育の側面と管理の側面との取組が、年間を通して統合されて機能

するよう、以下のことに留意して計画を作成している。 

① 指導の側面には、各教科や各領域で学ぶけがの防止や交通安全、防犯教育、防災教

育等に加え、岐阜市が重点を置いて取り組んでいるいじめの未然防止を中心とした

「心の安全」について、年間を通して位置付ける。 

② 各教科・各領域で学ぶ内容を行事や活動に生かしたり、特別の教科道徳で学ぶ「生

命の尊さ」と結びつけたりしながら、自他の命を大切にする態度を養うことができ

るようにする。 

③ 全校児童が授業でも家庭でも当たり前に使うようになったタブレット端末の利用

もふまえ、ＳＮＳの利用による被害防止や適切な使い方を早い段階から指導した

り、高学年に性被害の未然防止について指導したりするなど、児童の「今」の実態

に合った内容に更新する。 

④ 命を守る訓練を定期的に位置付け、その内容を地震発生や台風接近、不審者対応等

にしたり、発生時間も授業中や休み時間、掃除の時間にしたりするなど、様々な場

面を想定してから危機から身を守る指導を行う。 

⑤ 管理の側面においては、通学路の安全に関して二つの地域の「見守り隊」や「こど

も１１０番の家」、ＰＴＡ地域生活委員会、保護者による「見守り活動ボランティ

ア」など、地域や保護者との連携を図ることを重点とする。 

⑥ 日常的な点検や毎月行う校内の安全点検だけでなく、長期休業中を利用した職員作

業を位置付け、多くの目で設備や備品の予見される危険を見直す。 

 

（４）学校安全計画を実践するための具体的手立て 

  安全に関する指導については、授業や行事の時間だけでなく、朝の会や帰りの会、休み

時間や掃除の時間など、学校生活のあらゆる場面で「自他の生命を大切にするために、自

分で判断し行動できる力の育成」を目指して同一歩調で指導できるよう、全教職員が共通

理解をしている。 

また、命や安全を脅かす様々な危機から子供を守りきるため、誰もが早期対応ができる

よう各種対応マニュアルやフロー図を用意している。こうしたマニュアルやフロー図を作

成した時点で安心してしまい、実際の危機発生時に機能しないといった事態に陥らないよ

う、職員室に掲示をしたり、どの職員もすぐ取り出せるファイルで常置したりしている。さ

らに、教職員が校務用タブレット端末を貸与されたことに伴い、タブレット内にも保存し

て常にすべての教職員がすぐ見ることができるようにしている。 

  交通安全、防災教育、防犯教育では、地域の警察署、外部団体、地域の防災士、県警な

ど、様々な方に講師を依頼し、より専門的な話を聞いたり指導を受けたりできる場を積極

的に設けている。 
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「心の安全」に関しては、岐阜市が令和２年度より独自に配置している「いじめ対策監」

の教諭が中心となり、定期的に行う「いじめアンケート」「心のアンケート」、毎月の「いじ

めを見逃さない日」、７月に行う「いじめについて考える日」など年間を通して取り組み、

心の安全を脅かすいじめの早期発見、早期解決、未然防止に全教職員、全児童で徹する。 

 

（５）食に関する指導の計画（教育・管理）作成に当たっての配慮事項 

  安全・安心でおいしい給食の提供は学校の責任であると同時に、学校給食は、健康の保

持増進や、食によって生活を豊かにしようとする心を養う食育の大きな役割を担っている。

そうした学校給食は児童の食生活の一部であり、食の大きな部分を占める家庭との連携が

重要である。そこで、家庭との連携を密にとりながら、栄養教諭や給食主任を中心に、以

下のようなことを配慮して計画を策定する。 

① 各教科・各領域等で行う指導を時期や学校保健計画・学校安全計画とリンクさせつ

つ、食育推進委員会での協議を踏まえて策定する。 

② 「朝食アンケート」の結果に見られる「朝食は食べている児童がほとんどだが、その

食事内容が不十分な児童も少なくない。」という本校の実態や、小食、偏食、拒食傾

向、食物アレルギー等の個別の支援が必要な児童への配慮をふまえたものにする。 

③ 食育の６つの視点（食の重要性・心身の健康・食品を選択する能力・感謝の心・社会

性・食文化）に加え、本校が重点を置いている「丈夫な歯のために嚙むこと」との関

連を明らかにして各学年の目標や指導内容を整理する。 

④ 安全・安心に大きくかかわる食物アレルギーのある児童への管理・対応が適切に行

うことができるよう、食物アレルギーの調査実施、保護者との面談、給食や宿泊を伴

う行事（野外学習・修学旅行等）での対応の決定などを確実に位置付ける。 

⑤ コロナ禍において感染リスクを下げる指導（黙食・手洗い・手指毒等）を徹底する。 

 

（６）食に関する指導の計画を実践するための具体的手立て 

  本来、学校生活のなかで楽しく仲間と食事を囲む給食の時間は、長引くコロナ禍によっ

て「黙食」という、これまでとは全く違う光景に変貌した。家庭科の授業でも調理実習を

行うことが困難な状況が続いている。黙食という状況でも、少しでも食に興味をもち楽し

んでもらおうと、一斉放送を使って給食委員会の児童が「給食ひとくち話」をしたり、栄

養教諭が献立や食材について話したりすることを続けている。 

  また、市や県の食に関する事業を高学年の家庭科とリン

クさせて取り組むことで、家庭でもこの学びが生かせるよ

うにしている。例えば、岐阜市が５年生に向けて発行して

いる「太郎さんの食中毒事件簿」では、家庭科の調理実習

や給食前の手洗いだけでなく、家庭での食品の衛生的な保

管にも目を向けるよう指導している。 
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  岐阜県が推進している６年生の「家庭の食育マイスタ

ー」では、夏休み前に６年生全員を各家庭の食育マイスタ

ーとして校長から委嘱し、栄養教諭から食に関する知識を

確かめたり、児童一人一人に「食育マイスター」として家

庭で実践することを考えさせたりしたうえで、夏休みに家

族のために朝食や味噌汁をつくるというミッションを課

している。児童が学校の家庭科等で学んだことを家庭で実

践し、課題となっている食事内容の充実などを家族に主体的に働きかけることを目標にし

ている。さらに、食育の推進には家庭との連携が不可欠のため、給食だよりや食育だより

を家庭に配付して家庭への啓発を継続している。 

食物アレルギーに関して、本年度本校には、エピペンが処方されている児童２名、アレル

ギー対応が必要な児童１７名、その他配慮が必要な児童１２名が在籍している。年度当初

の保護者との確認や毎月の確認書は計画にある通りだが、アレルギー対応は、日々の取組

が大切である。除去食、持参食など、それぞれの状況に応じた対応について、管理職、学級

担任、栄養教諭、調理員が誤食のないよう、毎食、複数職員による複数回の確認と児童本人

への確認を行っている。また、アレルギー対応を書き込んだ献立表を当該学級に掲示する

ことにより、当該児童や担任だけでなく、給食当番を含め学級の仲間も意識してアレルギ

ー対応の確認をしている。 

  食物アレルギー対応が必要な児童のなかには、飛沫の接触だけでも重篤な症状を引き起

こす児童もいるため、持参食のための冷蔵庫や電子レンジを３か所に分け食材ごとに専用

化したり、学級の児童が給食後に牛乳パックを児童が洗う場所やその動線を食物アレルギ

ーのある児童と重ならないように管理したりしている。 

 

 

３ 健康づくりの推進体制 

（１）推進組織の状況 

  健康づくりを推進する校内の組織には大きく次の３つの部会（委員会）があり、それぞ

れの担当する内容についてＰＤＣＡサイクルで取り組んでいる。各部会からの企画は、運

営委員会に提案され、そこで検討・修正された案が職員会で周知・徹底される。職員会で

共有された内容は、学年会でより学年の実態に合った方法が考慮されて実践される。 

教室に掲示された対応用献立表 食材ごとの冷蔵庫とレンジ 手洗い場や動線の分離 
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① 健康安全指導部（保健主事、養護教諭、体育主任、給食主任、栄養教諭、環境美化

教育担当、校務主任、安全担当を含む） 

 保健、交通安全、防災、食、運動、環境衛生の内容を中心に企画・推進・見届け 

② 学習指導部（学習指導部長、教務主任、学力向上推進教師、総合主任、道徳教育推

進教師、人権教育担当、キャリア教育担当、情報教育主任含む） 

 教員研修、自他の生命や人権を尊重する教育、情報モラル教育等について企画・

推進・見届け 

③ 生活指導部（生徒指導主事、特別活動主任、地域活動支援員、教育相談コーディネ

ーター、特別支援コーディネーター、いじめ対策監含む） 

      防犯、通学路の安全、心の安全（いじめ・不登校の未然防止）、教育相談等を中心

に企画・推進・見届け 

  これらの定期的な「指導部会⇒運営委員会⇒職員会」の流れだけでなく、「不登校未然防

止・対策委員会」「いじめ防止等対策推進会議」など即時性を求められる会議や、県の子ど

も相談所や市の「子ども・若者総合支援センター エールぎふ」などが適時加わって行う

ケース会議などは、個に応じた直接的な対応を推進する組織である。 

  そうした数々の諸会議のなかでも、学校保健安全委員会・食育推進委員会は、学校、学

校医・学校歯科医・学校薬剤師、保健師、保護者が共に子供の健康づくりについて検討す

る重要な組織であり、年間３回をめどに、保健主事が中心となって進めている。 

 

（２）健康相談・保健指導の活動状況 

 保護者からの健康相談については、健康診断事前調査、就学前健康診断、野外学習や修学

旅行の事前健康調査、水泳や持久走などの事前健康調査などの折に実施している。各健康

診断後の保護者への治療勧告や受診済み報告書提出時に相談する場合もある。 

 また、色覚の検査は１年生希望者に実施し、眼科の学校医の指導のもと、保護者に直接結

果を報告している。 

 児童からの健康相談は、保健室来室時が多い。来室記録を活用して児童自身が自分の健

康状態や生活を見つめ直し、自己の健康課題を解決するためにどうすればよいかを考え実

践できるような支援をしている。体調不良を訴える児童のなかには、メンタルヘルスに関

する問題も少なくない。集団への不適応、学業不振、友達関係、家庭環境など、児童の心の

健康についても担任と連携を図りながら聞き取り、保護者はもちろんのこと、管理職、教育

相談コーディネーター、いじめ対策監、特別支援教育コーディネーター等の職員と情報を

共有し、指導・支援の方向を協議し、必要に応じて学校カウンセラーや外部関係機関・医療

機関とつないで指導・支援を進めるようにしている。 

 朝の健康観察では、養護教諭と生徒指導が登校時に玄関でタブレット端末に送信された

家庭からの健康チェックをもとに一人一人の表情を観察したり、朝の会で担任と養護教諭

が体調を確認したりして、心身の状況のわずかな変化も見逃さないよう努めている。 



                        

- 9 - 

 

（３）学校医、学校歯科医、学校薬剤師の活動状況 

 

 具体的な活動内容 出校回数 

学 

校 

医 

内 科 

学校保健計画、学校安全計画への助言 

内科検診、運動器検診、結核検診 

学校保健安全委員会・食育推進委員会への参加 

職員健康相談（血圧測定含む） 

水泳授業における感染対策に関する相談 

採血検査結果事後指導、成長曲線の検討 

心電図有所見児の総合判断 

就学時健康診断 

学校・学級閉鎖に関わる相談 

新型コロナ感染症に関わる相談 

教職員の PCR 検査結果の判断 

 

 

 

９回 

 

電話相談 

 数十回 

眼 科 

学校保健計画、学校安全計画への助言 

眼科検診 

就学時健康診断 

学校保健安全委員会・食育推進委員会への参加 

流行性眼疾患に関する相談 

 

 

７回 

耳鼻咽喉科 

学校保健計画、学校安全計画への助言 

耳鼻科検診 

就学時健康診断 

検診器具滅菌消毒 

学校保健安全委員会・食育推進委員会への参加 

 

 

７回 

学校歯科医 

学校保健計画、学校歯科保健指導計画への助言 

定期歯科検診と検診後の歯磨き指導 

口腔内写真撮影（５・６年生） 

検診器具滅菌消毒 

ワンタフト・デンタルフロスの使い方指導 

歯科保健活動調査票の指導 

学校保健委員会・職員研修講師 

全国小学生歯みがき大会参加 

就学時健康診断 

学校保健安全委員会・食育推進委員会への参加 

夏休みの家庭への歯磨き啓発動画の作成と指導

（各学年） 

 

 

 

 

１８回 

 

電話相談 

通信執筆 

数回 
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学校薬剤師 

学校保健計画、学校安全計画への助言 

定期環境衛生検査の実施及び事後指導 

業務委託検査への立会い 

給食室環境調査 

プール環境調査、プール管理講習会 

職員研修講師 

学校環境衛生活動優良校実地審査立会い 

喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育講師 

新型コロナ感染症に関わる環境整備への指導 

 

 

 

 

１８回 

 

電話相談 

数回 

 

（４）校舎内外の環境衛生活動・管理状況 

 本校が取り組んでいる「４つのスクールプライド」の一つに掃除がある。各掃除場所で

は、毎日点検表を活用して清掃状況を点検したり、児童環境委員が掃除時間のよい姿を全

校放送で紹介したりしている。掃除時間の全校の合言葉は「さしすせそ掃除」としており、

「さ…さっと集合、時間いっぱい」「し…静かに、黙々と」「す…すみずみまで」「せ…整理

整頓、最後まで」「そ…掃除のあいさつと反省会をしっかり」という５つを目指す姿として

共有している。また「お助け掃除」と称して、児童環境委員が担当学年を決め、掃除時間に

下学年の教室に出向き手本となる掃除の姿を示す活動にも取り組んでいる。 

 日常的な環境衛生点検は、毎日、朝と給食時に、清掃・整頓状況、照度、室温、換気、異

臭の有無などを点検項目に挙げて各教室で行っている。「さしすせそ掃除」や日常的な点検

活動により、靴箱の縁に靴のかかとをきちんと合わせて入れたり、トイレのスリッパを丁

寧にそろえたりする行動が自主的にできるようになっている。 

 管理面では、毎月１５日に行う安全点検とその結果による改善箇所への早急な対応とと

もに、問題に気付いた教職員（児童）がすぐ声を上げる、すぐ動くことを大切にしている。

「割れ窓理論」にもあるように、環境が心や行動に影響を与えることを意識し、全教職員

が、美しい環境が美しい心の児童を育むことができるよう取り組んでいる。 

 

（５）家庭・地域等との連携状況 

「徹明さくらコミュニティ・スクール」には、学校運営協議会と支援推進委員会があり、

その下部組織として「学習・スポーツ支援部会」「安心・安全部会」「ふるさと絆部会」の３

部会が位置付いている。各部会は、地域・ＰＴＡ・学校のメンバーで組織されている。この

コミュニティ・スクール機能が要となり、二つの地域の自治会や関連組織（青少年育成市民

会議、体育振興会、見守り隊連絡会等）と学校、保護者やＰＴＡ組織（成人教育委員会、地

域生活委員会等）と学校とが深く結びついている。学校運営協議会のメンバーには校区に

ある二つの市立保育園の園長にも加わって幼保小の連携をめざすとともに、２小１中の校

長・教頭・教務主任・生徒指導等が３校連携会をもって小中一貫教育を推進している。 
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さらに、学校ホームページや学校だよりで学校の活動状況をこまめに保護者や地域に情

報発信したり、学校保健安全委員会の様子や校医からのアドバイスなどを保健だよりで伝

えたりすることに加え、家庭で長期休業中の歯みがき点検表や長期休業後の生活チェック

表に取り組むことで、地域や家庭と成果や課題を共有している。 

 

４ 学校及び地域学校保健委員会の活動 

 （１）目標と計画及び運営状況 

  【目標】学校保健安全の推進と向上をめざし、心身ともに健全な児童の育成を期すると

ともに、保護者・地域社会の保健意識を高める、 

  【構成】学校医、学校歯科医、学校薬剤師、保健センター地域担当保健師、ＰＴＡ代表、

校長、教頭、保健主事、養護教諭、体育主任、栄養教諭 

  【運営・内容】年３回 

      ・学校保健全体計画、学校安全全体計画、歯科保健全体計画、食に関する指導

全体計画等の立案・確認・見直し 

      ・健康教育の取組 

      ・発育状況、各種健診結果、体力テスト結果等の分析と課題 

      ・環境衛生の維持・改善、設備点検・改修に関すること 

      ・欠席、学級（学校）閉鎖、保健室来室の状況 

      ・食育・運動の推進 

      ・感染予防対策、熱中症対策等の喫緊の健康課題に関すること  等 

 

（２）事後の取組状況と地域との連携状況 

 会議で話題になった事項については、保健主事から職員会や打合せの場で、全教職員に

共有している。そのうえで、その後の健康づくり教育に反映している。 

 例えば、ある回で、コロナ禍やＷＢＧＴが高指数のため、なかなか外で十分な運動ができ

ないという話題が出て、室内で人との距離をとるために座ったまま運動を取り入れてはど

うかという助言を校医からいただいた。これを受けた体育主任は、運動場での運動ができ

ない猛暑時での着座のラジオ体操を職員会で提案した。 

 会の内容については、保健だよりを通して保護者にも伝えている。会の中で、猛暑のた

め、家庭でも使い続けているエアコンにより自律神経失調症が増えているという校医の話

があった。エアコンは、夜通しつけっぱなしにするのではなく、朝起きる１時間前に電源を

切ると自律神経の調整がしやすくなるという校医の話も紹介したところ、家庭で実践した

という保護者の話を聞いた。 

 こうした事例も含め、学校運営協議会や管理職が出席する地域の会議、３校連絡会など

の様々な場で、地域の中学校や保育園、自治会等とも連携を図っている。 

 



活動状況調査票Ⅱ 

特徴的な活動① 

ヘルスプロモーションによる生きる力を育む健康教育

～歯と口腔の健康づくりを通して自己管理ができる子を目指して～ 

１ 重点課題と活動のねらい 

（１）課題の把握と設定状況

本校では、伝統的に歯と口の健康について学校、学校歯科医、家庭地域がチームとなり

取り組んできた。新型コロナウィルス感染症による環境の変化により、積極的な歯科指導

が困難な状況でも、児童は今まで積みあげてきた歯・口の健康に関する知識やブラッシン

グの実践力を生かし、「どのような状況でも自らの健康を守り、主体的に行動できるよう

になること」を目指して取り組んでいる。新しい生活様式のもと、ブラッシングの継続を

推進してきたが、コロナによる受診控えによる治癒率の低下や、マスク生活による口腔機

能の低下、歯肉炎の増加など新たな課題が歯科検診で指摘され、集団だけでなく、個に応

じた多様な対応が必要になってきている現状がある。 

そこで、コロナ禍での歯科保健活動で身に付けた対応力を児童自身がリフレクション

し、いつ起こるかわからない危機やどのような問題が起きた際にも、「よりよく対処でき

る力」として歯科保健活動の経験が生かせるようにしていくこと、さらに自分から「やっ

てみよう！」と思える意欲を育む健康教育を推進していくこととした。 

（２）活動のねらい

  歯と口腔の健康づくりを入口として、自身の健康状態に関心をもち、健康課題を主体

的に解決していく力を身に付けていくことで、生涯を通じて健康で幸せな生活を送るた

めの基礎を培う。 

２ 計画と実践の状況 

（１）全体及び年間指導計画

学校の教育目標は、「自分とみんなのしあわせをつくる」である。学校の教育目標具現

に向けた重点活動の柱として、歯科保健活動をおき、ヘルスプロモーションによる生きる

力の育成を掲げている。学校保健計画の中には、年間を通して歯科保健に関する内容を位

置付いている。歯科保健指導全体計画、歯科保健指導年間計画、学年別歯科保健目標と指

導内容一覧表は、実践後に評価修正しているため、児童の発達段階、実態に合った内容に

なっている。 
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（２）組織体制

健康安全指導部会が学校運営組織の一部として、児童の健康安全について推進してい

る。各月の目標や指導内容について、児童の健康や生活の実態に合ったものか、実践可能

な活動かを検討し、職員会に提案し、共通理解を図り校内の協力体制を確立していくよう

にしている。また、研修会に積極的に参加し、内容を全職員に伝達し、教職員の知識の向

上に努めている。夏休みには、職員研修で学校歯科医が講演を行い、日常の指導に生かせ

るようにしている。教職員の歯科指導に対する意識は非常に高く、その前向きな姿が、全

校児童の歯みがきに積極的に取り組む姿や、自分を大切にする良い姿につながっている。 

また、学校だよりや保健だより、学年通信やＰＴＡ広報紙、学校歯科医執筆の通信や

ホームページなど、様々な機会を通して児童の実態や活動を伝えることを続けることで、

保護者や地域の歯科保健に対する関心が高まり、協力体制の強化につながっている。 

【月の指導目標】 

月 めあて 

４・５月 口の中の様子を知ろう。 

６・７月 学年に合ったみがき方をしよう。 

８月 家族で歯をみがこう。食べたらみがこう。夜寝る前にもみがこう。 

９・１０月 みがき残しがないように、ていねいに３周みがきをしよう。 

１１・１２月 自分の歯並びに合ったみがき方をしよう。 

１・２・３月 すべての歯がきれいにみがけるようにしよう。 

学校保健安全委員会 

毎年３回開催し、子どもたちの健康問題などを協議

している。学校医・学校歯科医・学校薬剤師・校区担

当保健師など、健康に関する専門家と保護者と教職員

が集まって、子どもの健康について話し合う機会とし

ている。具体的な健康課題の解決に向けて、関係機関

との連携や専門性を生かした指導、助言を受けること

で、家庭の協力体制をより深めることにつながってい

る。 

活動制限のあるコロナ禍において家庭での実践や協力は不可欠であり大切な教育の場

になるととらえ、学校だより、保健だより等を通じて協議事項を伝えることで、家庭での

実践に結び付け、常の生活習慣に生かせるようにしている。学校保健安全委員会での指導

から学校でなすべきことを明確化し、その内容を伝え理解を求めることによって、家庭と

役割分担をしながら学校保健活動を行っていくことを目指している。家庭の実態を把握

しながら、日頃から家庭に対する啓発活動を行う等、信頼関係構築に努めている。家庭、

地域等の教育力を充実させ、学校と家庭、地域を結ぶ組織として位置付けている。 
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校内研修 

学習の場だけでなく、生活のあらゆる場面で歯と口の健康を大切にすること、全ての教

職員が関わりながら組織的に推進していくことを大切にしている。各教員が歯科保健活

動に対する認識を高め、児童に効果的な指導をするために、歯科保健についての正しい知

識と的確な指導方法を身に付けるために研修を実施している。 

歯科医の講話では、歯肉炎の増加が予防するための日常の歯肉の観察の大切さと、歯み

がきのポイントを学習し、給食後の歯みがき指導に生かせるようにした。 

【講話内容】 

・子どもの歯肉炎の段階で、丁寧な歯みがきをすれば改善していく。

・歯肉炎は口唇に隠れた下の前歯に多い、毛先は歯の面にぴったり当ててみがく。

・低学年は歯ブラシをうまく動かせないので、肘を固定してみがくようにするとよい。

・前歯は縦みがきで間違いではないが、歯肉炎予防のため、３周みがき後の仕上げみがき

の時に、歯と歯肉の間の横みがきをする。 

・マスク生活による口呼吸の児童の増加により、舌癖の児童が増加している。低学年に舌

癖の児童が多いことから、舌癖を放置すると歯列不正の原因になるため、舌癖を指摘さ

れたら、かかりつけの歯科医院で相談するとよい。 

・鼻での呼吸をするためにアレルギー性鼻炎の児童は耳鼻科の治療を受けるようにする。 

（３）活動の実践状況

歯科保健教育 

①望ましい歯みがきが日常となる指導（さくら３周みがきの定着）

感染症予防に配慮した歯みがきの実践として、手洗い場での密集やブラッシング時の

飛沫を防ぐために、給食後の歯みがきを外で行う「青空歯みがき」に変更し取り組んだ。  

ほけんだよりに

て、コロナ感染症へ

の不安による受診

控えや、受診率の低

下、歯肉炎の増加、

視力の低下、肥満な

ど今起きている課

題を伝え、学校医か

らの助言とともに

共有することで家

庭と協力しながら

改善を図っている。 
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学校で毎日行っている「さくら３周みがき」の配慮事項として、口を閉じてみがく、う

がいは低い姿勢で行うエチケット歯みがきを実践した。地域の感染状況が落ち着いた時

には教室でのエチケットみがきに切り替え、柔軟に対応した。職員全体で日々の感染状況

を意識し、今できる最善の方法を選択しながら実践している。同時に給食時マナーについ

ても黙食や手洗いの大切さについて指導することで，家庭での実践につながっている。感

染予防と歯科保健の推進、双方の視点で児童の健康を守るために歯科保健活動を継承し

ている。 

②ＩＣＴの活用 学校歯科医による歯科指導動画の配信

学校での歯みがき指導が困難な状況の中で、児童が丁寧な歯みがきを継続していくた

めに、学校歯科医とともに動画制作に取り組んだ。児童がいつでもどこでも「やってみよ

う！」と思える教材とするために、発達段階に合わせることを大切にした。その上で、学

年の指導目標にそった内容となるように学校歯科医と相談を重ね、学年ごとに作ること

とした。動画はタブレット端末で共有することで学級指導や家庭での歯みがきに生かせ

るようにした。長期休みの前に配信し、歯垢の染め出し・歯みがきカードも同時に配付す

ることで家庭での歯みがきの習慣化や歯と口の健康について家族で学習できるようにし

た。指導内容は学校で使用するアドバイスカードと同じ内容になっており、学校での学び

が家庭でいつでも振り返ることができるようになった。 

動画教材は、分かりにくかったところを止めて考える時間がつくれること、何度も繰り

返し視聴して理解を深めることができる等、個人のニーズに合わせて学ぶことができる。

このコロナ禍を通じて、緊急事態にも臨機応変に対応し、指導を継続していくため方法を

学校歯科医とともに考えた「さく

ら３周みがき」を毎日実践している。

歯みがきタイムでは児童が模型でみ

がき方の手本を見せ、歯科指導の場

となるようにしている。模型を扱う

児童は事前に何度も練習して伝え方

の工夫を重ねていく。児童から児童

へ伝えることで仲間の頑張りを認め

合い、自分も「やってみよう！」とい

った意欲につながっていく。 
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考えることができた。今後は有効的な活用方法についても考えていきたい。 

【発達段階に応じた歯みがきの指導目標】 

学年 めあて 

１年生 王様みがきをしよう 

２年生 前歯の外側をみがこう 

３年生 前歯の裏側をみがこう 

４年生 小臼歯をみがこう 

５年生 歯と歯肉の境目をみがこう ワンタフト使用 

６年生 すべての歯をきれいにみがこう 歯と歯肉の境目をみがこう 

ワンタフト使用 フロス使用

【動画の概要】 

１年生【第一大臼歯のみがきかた：王様みがきをしよう】 

1 年生でも楽しく学べるように、「ミュータのうんち」の  

紙芝居を使用してプラークについて説明した。その後、第

一大臼歯の観察をし、生え始めは背が低いのでみがきにく

く、むし歯になりやすいことから、王様みがき（口を大きく

開けて、頬の横から歯ブラシをいれて優しくみがく方法）

を伝えた。 

２年生【前歯の外側をきれいにみがこう】 

前歯は歯と歯の間がみがけていないこと、横みがきだけ

では歯垢が取れないので、縦みがき（３面みがき）をすると

よいことを、自作教材を使って伝えた。さくら３周みがき

の確認も行い、前歯の外側は、歯ブラシを縦に動かすこと

になっているが、最後の仕上げみがきの時は、前歯の歯と

歯肉の境目を細かく横に動かしてみがくとみがき残しがな

くなることも伝えた。  

３年生【前歯の裏側をきれいにみがこう】 

前歯の裏側は歯の汚れに気付きにくい。歯鏡と手鏡を  

使って前歯の裏側を観察することができる。前歯の裏側は

くぼんでいるので、汚れがたまりやすく、その汚れをとる

ために、歯ブラシの毛先とかかとを使い内側も丁寧にみが

くように伝えた。 
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４年生【小臼歯をみがこう】 

丸くて小さい小臼歯の場所を確認す

る。歯みがきの基本は、歯ブラシの「２つ

の部位」を使ってみがく。生え方や生える

場所に応じて、毛先を使い分けて、歯の外

側、歯と歯の間・みぞは「つま先」を使う。

歯の内側は「かかと」を使ってかき出すこ

とを伝えた。  

５年生【歯と歯肉の境目をみがこう】 

歯肉の観察のポイントの説明と歯肉炎を予 

防するためには毎日の歯みがきが大切であるこ

とを伝えた。鏡で口の中を見ながら、歯と歯肉の

境目にブラシをあてて、軽い力で細かく前後に動

かしてみがくとよい。歯科検診で、多くの児童に

歯肉炎の指摘があったことを踏まえ、改善の方法

と日々のブラッシングの大切さについて伝えた。 

６年生【すべての歯をきれいにみがこう】 

歯肉や歯にみがき残しのない工夫をし、自己管理することの大切さを伝えた。今まで学

んできたことを活用しながら自分の歯と口の健康状態に向き合い、生涯を通じて歯を大

切にしていくことを伝えた。小学校での学びを中学校へつなげてもらえるようにした。家

庭での実践を終えた児童・保護者のメッセージからも習慣化されたことが伝わってきた。 

③健康課題解決に着目した個人カルテの作成

歯肉炎が課題である高学年を対象に、歯肉炎改善を目指す目的で個人カルテの作成を

した。口腔内写真には歯科医が歯肉炎の場所を明記し、シートをめくると自分の振り返り

ができるようになっている。一人一人の口腔の状態に合わせたものとなっており、清掃状

況が不十分な場所や歯並びと歯肉炎との関係がわかり個人の多様な課題解決に向けたも

のとなっている。このカルテを見た児童は「歯肉炎になっていたことに驚いた。これから

歯みがきで改善していきたい。」と、自分の口腔を客観的に見る資料となり、歯みがきへ

の意欲につながった。カルテ配付時には歯科医の願いを伝え、自分の課題として受け止め

られるようにした。 
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【学校歯科医の願い】 

④個別指導

児童の発達段階、歯・口の健康状態に応じて、歯科検診での指摘事項をその場で個別

指導につなげ児童の日常へ生かしていくためにチームとして効果的な指導を推進してい

る。今の自分に目を向けるために歯科検診を、課題発見、課題解決型学習の場とする取

組である。歯科医は検診結果を踏まえて児童の歯垢の付着部位の指摘、それを受けて養

護教諭がアドバイスカードに歯垢の付着部位を記入する。アドバイスカード記された付

着部位に沿って、歯科衛生士がブラッシング指導を行う。最後に児童がアドバイスカー

ドに学んだことを記入する。みがき残しを児童自らの課題として捉え、解決のために工

夫して実践できるように、それぞれの立場から支援していくことを大切にしている。 

撮影した口腔写真には、クリアシート

を重ね歯肉炎の個所を歯科医がマーカー

で示し一人一人の状態に合わせた。自分

で考えて活用できる教材となっている。

児童は、「あまり強く歯肉にあてずにブラ

シをあてる。普段の歯みがきだけでは歯

の間の歯垢はとれないので、フロスを使

いたい。」とこれから気をつけることを書

き留めた。 

①みなさんの口の中の写真を見て、下の歯肉が腫れている人が多くいました。下の

歯肉を意識してみがきましょう。前歯というのは上２本下２本のことではありま

せん。上６本下６本です。前歯の歯肉を意識してみがきましょう。

②自分の歯肉の写真を見てどう思いましたか。改めて見ると、歯肉が赤く丸く腫れ

ているのが分かりますね。染め出しをすると、赤く染まった部分と、歯肉が赤く

腫れている部分が同じような場所にあることが分かると思います。みがき残しが

歯肉炎の原因になっているからです。１か所２０回みがけるといいです。それを

続けることで歯肉炎はよくなります。今度、みなさんの歯肉の状態を見せてもら

うのが楽しみです。
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テキストボックス
学校歯科医の先生が児童の口腔写真を撮影している様子



  【歯科検診の進め方】 

検診前後には歯科医執筆の８０２０通信にて、家庭へも情報を発信している。 

 課題解決の過程で学校歯科医・歯科

衛生士に励まされながら、自分の目標

をつくることで、「やってみよう！」

というやる気につながり、歯みがき実

践への意欲を生み出す。歯科検診を通

して、自分のこととして主体的に考

え、工夫し、どのような変化があって

も対応できる力を培っていけるよう

に位置付けている。 

みがき残しの確認 

自分の歯・歯並び・歯肉

の状態について知る。 

課題発見 

歯みがきの重要性を理解し、うまく

みがけた体験から、毎日の生活リズ

ムの中に、自ら意欲をもってきちん

とみがく習慣を形成していく。 

実践・習慣化 
自分の状態に合った歯ブラシの

部位とみがき方の工夫と発見。 

みがく理由の探求と理解へつな

ぐ。 

課題解決 
養護教諭 

学校歯科医 歯科衛生士 

チームとして

関わる
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⑤５年生全国小学生歯みがき大会への参加 

毎年５年生の児童が全国歯みがき大会に参加している。 

歯肉の観察から始まって、歯肉炎予防の方法として歯の 

みがき方のほか、フロスの使い方を学習する。歯並びに 

合ったみがき方、歯と歯肉の境目のみがき方、細かい歯 

ブラシの動かし方も学習する。大会参加後には個人カル 

テを活用した、学校歯科医の指導を位置付けている。 

 口腔内写真を見ながら各自歯肉炎になっている部分を 

確認し、歯肉炎の部分を歯みがき大会で学んだ方法で重点的にみがくことで、歯肉炎予防

のみがき方を日常の歯みがきで実践できるようにしている。 

                                                     

⑥ワンタフトブラシの使い方指導 

 

 

 

 

 

 

 

５年生後期からワンタフトを使うことを  

学習し、歯ブラシとワンタフトを併用していく。 

歯肉炎を意識した歯みがきを実践することで歯

肉炎が改善できること、反対に、歯みがきを怠る

とすぐに歯肉炎が戻ってしまうことが、意識でき

る児童が多くなった。口腔内写真を活用し歯の汚

れや歯肉炎の場所を確認しながら、継続的に歯肉

炎予防を意識した生活ができる児童を増やして

いけるようにしている。 

⑦各教科における取組 

１・２年生【図画工作「歯と口の図画ポスターづくり・コンクール応募」】 

描く前に、歯ブラシの持ち方を確認し、タブレット端末を使用して自分の歯と口を 

撮影する。マスク生活で普段隠れている口の様子をじっくり観察する時間は関心を高め、

歯みがきへの意欲付けにもつながる機会となった。 

 

 

 

 

 

 

タブレット端末で撮影した自

分の歯を見ながら、のびのびと自

由に大きな口を描いた。子どもた

ちがマスクから解放された生き

生きとした作品が出来上がった。 
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５年生 【家庭科「青菜をゆでよう」】 

   野菜の切り方やゆで時間によってかみ応えが違うことから、小さく切りすぎない、ゆ

ですぎないように気を付けることで、かむことを意識した調理ができるよう学習してい

る学校での調理実習の代わりに、家庭で、学校での学習を振り返りながら実践すること

とした。完成したものはタブレット端末を通して共有した。 

 

５年生 【保健学習「けがの手当て」】 

  登下校中のすり傷や休み時間に児童同士が接触するといったけがが多いことから、自

ら危険を予測し、安全を確保することを学び、力を付ける必要性を感じてきた。けがの

手当ての中で歯と口のけがについて歯の打撲を例に示した。走っていて転んだり、人や

物にぶつかったりと、歯を打撲して割れてしまったり抜けてしまったときには、歯根部

は触らず軽く砂を落とし、保存液に入れてすぐ歯科医院を受診すること、保存液がない

場合は、牛乳に入れるか、自分の口の中に入れた状態で受診することを学習している。

けがの手当てだけでなく、落ち着いた学校生活を送ることにつながっている。 

 

６年生 【保健学習「病気の予防」「薬物乱用の害と健康」】 

                 薬物乱用と歯の健康に関しては、病気やけがを治すた

めの薬でも、この目的以外に使ったり、法律で禁止され

ている薬を使ったりすることを薬物乱用といい、歯がボ

ロボロになるだけでなく、全身の健康に大きく影響を及

ぼすことや、心にも深い傷を負うこと、薬物を勧められ

た時の断る方法を学習している。 

 

６年生 【食育「家庭の食育マイスター」】 

               岐阜県では６年生児童を食に対する正しい知識と望ま

しい食習慣について学習し、家庭で実践したり家族へ広

めたりする「家庭の食育マイスター」に委嘱している。家

庭で調理に挑戦し、家族のために料理をすることにより、

児童を中心とした家庭内の食育の推進をしている。夏休

みには、学校や家庭で覚えた知識と技術を生かして料理

に挑戦した。家族が元気に過ごすための食生活の営みの

大変さや、やりがいに気付くことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

「家族の健康のために５大栄

養素などが取れる料理をつく

る。」と宣言した児童は、お肉た

っぷりの野菜炒めをつくった。

家族の一員としてアイディアあ

ふれる手作り料理に挑戦した。 
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⑧総合的な学習における取組 

５年生 【健康な歯をいつまでも】 

 

 

 

 

   １０月最初にテーマを決め、本やタブレット端末で調べ学習をし、模造紙や画用紙に

まとめて、発表を行っている。学習を通して、５年生児童は、自身の歯みがきの技術や

歯と口の健康に関する知識がさらに深まり、その後の歯みがきに対する前向きな姿、生

活習慣を見直す良い機会になっている。 

自分たちが得た知識を仲間に発信していくことで、お互いの知識を共有し学校全体が

歯科保健活動活性化に向けて積極的に取り組む姿が多く見られるようになっている。 

 

（４）児童会・生徒会の活動状況 

全校児童が、健康に対する意識を高め続けるために，児童会から発信する活動は，大 

きな原動力となる。その中でも児童健康委員会が中心となり、全校に向けた活動を展開し

ている。児童の自発的な実践を通して、歯と口の健康を保持増進する意識を高めている。

なかでも、健康委員会では、全校の健康課題のむし歯、歯肉炎の予防について話し合い、

解決を図るため活動を工夫しながら展開している。 

 

①みんなの「やってみよう！」をひきだすピカリン訪問 

給食後のさくら３周みがきを正しいやり方でできるように、健康委員が自分の担当学

級へ行き、みがき方のアドバイスを行っている。みがく場所が間違っている子、歯ブラシ

の動かし方がよくない子のために、歯牙模型を持ってみがき方の手本を見せている。   

最後に、頑張ってみがいていた児童を紹介したり、よかったところや、もう少し頑張っ

てほしいことを伝えたりしている。ピカリン訪問を続けていくうちに、自分も「やってみ

よう！」という意欲が学級の子どもたちから引き出され、今では健康委員と共に学級の歯

みがき代表の児童が積極的に活動している。自分の歯から友だちの歯へ、様々な人の健康

に触れることで、学んだことが単なる知識として身に付くだけでなく、その気付きが自分

の生活を改善していこうとする力へつながっていくと考えている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ねらい 

・歯・口の健康の大切さを知り、健康に過ごすための方法を体系的に学習する。 

・歯・口の健康への１～５年生の取組を振り返り、よりよい生活習慣を身に付ける。 

学級の児童は健康委員

と一緒に前に出て歯みが

きの手本を見せたり、健康

委員に代わって歯みがき

タイムを進行したりして

意欲的に取り組むように

なってきた。 
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②「やってみよう！」と意欲を高める創造的な活動

【目指せ歯と口の健康！歯ピカ標語とピカリンキャラクター】

歯科保健活動をアピールするための「歯ピカ標語」と「ピカリンキャラクター」の投票

を開催した。家族の協力を得ながら考えて「五・七・五」の字数に合わせて言葉を選んだ

り、自分なりのキャラクターを考えたりして、多くの児童の作品が集まった。健康委員が

中心となって全校で投票して最優秀作品を決定した。掲示板の前で自分の好きなキャラ

クターを楽しそうに交流し合う姿が見られた。投票には学校歯科医も特別審査員として

参加しみんなに愛されるキャラクターと標語が決定した。 

【着ぐるみの作成】 

児童の意欲を高めるために、教材の 

工夫をしている。自作の教具を活用す 

ることで子どもたちの興味や関心を高 

めることができると考え，児童が考え 

た歯みがきキャラクターの着ぐるみを 

手作りした。「さくらホワイト」の誕生 

により子どもたちは楽しく歯みがきを 

し、取組を継続する原動力になっている。 

③食育を推進する歯・口の健康づくり

【歯によい献立考案】 

 学校の教科や保健活動の中で、良い歯が生涯の健康に大 

切なことは学んでいる。「良い歯＝歯みがき」の意識は育 

っているが生涯続く歯の健康のためには「バランスの取れ 

た栄養の摂取」や「よく噛む習慣」等食に関わる生活も大 

切であることを伝えたいという願いから、歯に良い献立考 

案に取り組んだ。歯に良い献立を考える中で、「歯に良い 

とは何か」という視点から食材や調理方法、食べ方の工夫 

について意見を出し合い、考えを深めていった。タブレット端末を使用した調べ学習をし

た後、実際に家庭で調理してレポートにまとめた。それぞれが持ち寄った歯に良い献立の

中から給食で提供可能な料理を栄養教諭とともに相談し、バランスの良い献立の組合わ

せを提案した。全校投票を行い、みんなで考えた独自献立を最終決定した。 

標語グランプリ 

ていねいに ３しゅうみがき さいごまで 
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【献立考案の流れ】 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校投票の結果、ごぼうとにんじんのからあげ、ごぼうと牛肉のスタミナチャーハン、

具沢山味噌汁の献立が選ばれた。自らが参画した給食を通じて、歯に良い食事を仲間に働

きかけることで、自分のみならず、家族・仲間にもより良い生活習慣として伝えることが

児 童 が 考

えた献立の

中から実際

に食べたい

献立を投票

で決定した。 

①調べる ②交流し深める 

③実際に作ってみて歯に良いポイントをまとめる 

④全校へ発信し、みんなで考えて選ぶ ⑤独自献立として給食で提供 

委員会では調べ

学習で得た知識を

交流し、各自献立

を考えた。実際に

家庭でつくりレポ

ートにまとめ、全

校へ発信した。 
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できた。さらに考えた献立はレシピとして配付し家庭での実践を促した。家庭で作って  

きた児童の「つくってみたよレポート」が集まった。  

健康委員会で企画した歯に良い献立が、児童の「や 

ってみよう！」という意欲をかきたて、主体的に実践 

していくことにつながった。歯と口の健康づくりを 

目指すことが、むし歯や歯周病の予防だけにとどまら 

ず生活習慣病の予防にもつながり、生涯を通じた健康 

づくりの活動となるように児童の意欲を大切に育ん 

でいきたい。 

 

 

 

   

 

 

 

④児童会との取組 

   廊下を走って移動する児童がおり、転倒したり、衝突したりして事故につながる危険

があるため児童委員と健康委員が廊下歩行を呼びかけている。委員会単独で取り組むよ

り、他の委員会と協力して行う活動の方が、効果が期待できることが分かった。今後も、

給食委員会とともに食育に取り組んだり、図書委員会ととともに歯に関する本の読み聞

かせを行ったりするなど、各委員会が相互連携しながら活動の輪を広げていけるように

考えていく。 

 

（５）家庭・地域等との連携 

①家庭との連携 

【家族歯みがき調べの実施】 

家族でカラーテストをすることでマスク生活に 

より意識が低くなっていた口の健康に目を向ける 

取り組みとした。歯みがきカルテを活用し家族歯 

みがき調べに取り組んだ６年生児童は、「口腔内 

写真を活用することで、歯肉に気を付けてみがく 

ようになった」「染め出し結果と口腔写真を比較 

することで、みがき残しに気を付けてみがくよう 

になった」というように、口腔内写真に写る今の 

自分の口腔の健康状態とマーカーされた歯肉炎、 

赤く染まった部分とを確認し、より深い学びにつ 

ながった。低学年は家族歯みがき調べを通して我 

が我が子の口腔に関心を持ってもらえるようにした。 

にんじんをすてぃっくにきるのがむずかしいで

す。ごぼうはきるのがかたいし、すべってきりに

くかったです。おとうさんがすごいおいしいとい

ってくれてとてもうれしかったです。またつくっ

てたべてもらいたいです。（１年生児童）                
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仕上げみがきが必要なことや、毎日の歯みがきの積み重ねが健康な歯と口につながるこ

とをみがき残しから感じてもらうことができた。活動後の感想から、家族でお互いの歯と

口の健康について向き合う時間ができてよかったことが伝わってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②地域との連携 

【三世代ふれあいイチョウまつり】 

   地域、ＰＴＡ、保護者、子どもたちがつくりあげた「三世代ふれあいイチョウまつ

り」を開催した。校内・公園・歩道などの清掃を保護者の方々と共に活動したり、地域

やＰＴＡの方々のブースを回ったりと、楽しい時間となった。「イチョウメッセージボ

ード」には、子どもたちの「こんな地域にしたい」という願いがあふれた。 

今後は健康ブースを立ち上げ、８０２０達成者とのふれあいや歯と健康と食べ物の

視点からキシリトール入りガムやフッ化物配合歯磨剤などを題材に、健康づくりの意

識の向上や実践化の進展を目指す活動を計画していく。 

 

 

 

 

 

 

 

児童に自己管理能力を身に付ける指導 

   ヘルスプロモーションの理念のもと様々な視点から歯と口の健康に関する取組を積み

重ねていく中で、自ら学び、自ら考え、主体的に判断する力が身に付いてきている。   

その姿は、日常の自己管理にも積極的な姿として現れるようになってきた。 

 

①心のケアや危機管理の推進 

【毎朝の検温】 

朝の検温を，自己管理の第一歩として意識付けられるよう徹底した。校務支援ソフトの

導入により欠席情報や毎朝の体温の情報がタブレット端末で共有できるようになった。
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朝玄関で、職員がチェックし児童の心身の変化に早急に対応できるようにした。未入力の

児童には、その場で問診と検温を行っている。毎日実施する意味を伝え保護者へ協力を求

め、その都度、その意味を指導し続けた。毎朝の健康観 

  察を家庭と協力しながら実施し、継続した声かけをして 

いくことで、検温が「自分の健康を守る大切なこと」と 

いう意識が育まれ習慣化されるようになった。検温の確 

認をしていると児童自ら「元気です。」「熱はないです。」 

と体調の変化を報告してくれる姿もあった。また、登校 

してくる児童の様子を見届けながら言葉がけをすること 

が心のケアにつながり、子供たちの信号をキャッチする場となっている。 

 

  【熱中症とマスク】 

熱中症は環境の変化に伴う健康問題である。熱中症予防として毎日ＷＢＧＴ測定を行

い、給水や屋外での活動制限について休み時間や下校時に放送で伝えている。その際、情

報の発信だけではなく行動を促す声かけを大切にし、効果的なヘルスプロモーションを

生み出すようにしている。 

コロナ禍では熱中症予防のため屋外でマスクを外す指導の一方で、マスクを外すこと

へ抵抗を示す児童への配慮も必要である。マスク生活に慣れすぎて外すのが恥ずかしい

といった思いや感染症への不安を受け止め、命を守るために今優先することを伝えてい

くことで、健康のために主体的に考えて取り組めるようになっている。熱中症予防と感染

対策を推進していく中で、一人一人の思いに耳を傾け、教育や支援、環境づくりに反映で

きるように工夫を重ねている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

②自分たちで安全な環境づくりを目指す活動 

  集団感染のリスクを高める要因として、換気の悪い密閉空間（密閉）・多数が集まる密

集場所（密集）・間近での会話や発声をする密接場面（密接）という３つの条件が考えら

れている。このようなリスクを低減するための環境整備について学校内科医、薬剤師の

指導を受けて実施した。職員の共通理解のもと進めてきた結果、児童が環境を意識し進

マスクを外すことをためらって

いた児童も熱中症の危険性を理

解しマスクを外して遊ぶように

なった。 

運動中も水分補給ができるよ

うに準備して活動している。

WBGT 測定を毎日実施し活動

の基準を決定している。 
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んで活躍するようになった。 

▶内科医からトイレ掃除や、熱中症予防を視点とした体育時のマスクの着用についての指

導、歯科医から給食後の歯みがき再開に向けた指導、薬剤師からエアコン使用時の換気

方法、教室等の消毒方法、消毒薬の選択について指導を受け、職員にも周知した。 

▶指導していただいたことや学校内での課題をもとにした職員研修の場を設け、正しい知

識のもと、全職員が同じように児童へ指導し、環境を整えられるようにすることが未然

防止につながることを共通理解した。 

▶児童のタブレットに、コロナ感染予防動画など、校医による指導に基づいた動画コンテ

ンツを作成し保護者への啓発を兼ね、家庭でも取り組めるように配信し共有した。   

▶未然防止のための環境整備であり、命を守る環境整備であることを意識した職員研修を

実践した。 

 

 

 

 

 

 

【換気】 

換気の適切な方法については感染症対策を安全管理として学校全体で行うことで、児

童が下校時に自主的に廊下や階段の窓を閉めて帰る姿もあり、自分たちの環境を自ら整

えようとする意識が高くなり、健康を守る態度が養われた。 

 

 

 

 

 

 

【あいさつ運動と密集回避】 

児童のあいさつ運動とともに、人数を制限する声かけを行った。継続した声かけによ

り、混み合っているときには、児童が自分で立ち止まって中の様子を確認してから入る姿

も見られるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

教室は、換気扇を常時運転し排気し

ている。換気扇の点検や清掃を行い

快適に使用できるようにしている。

気候に合わせて窓やドアをあけて空

気の入れ替えを実施している。 

委員会のあいさつ当

番の児童が「中が込

み合っているので、

もう少し待ってくだ

さい。」などと声をか

けている。 

内科医による給食参観を実施

し、手洗いや手指消毒の様子

を見ていただいた。きちんと

手を拭いて乾燥した状態でア

ルコール製剤を使うこと、配

膳時の正しいマスクの着用に

ついて指導を受けた。 
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３ 成果と評価  

（１）成果の状況 

  ・ヘルスプロモーションによる生きる力を育成するために、歯と口の健康教育を柱とし

て取り組む中で、児童に自己管理の大切さやコロナ禍でも「やれることをやってみよ

う！」という健康に対して前向きにとらえる気持ちが育まれ、毎朝の検温、環境整備

や熱中症予防など様々な場面で、主体的に行動できる姿が多くなった。 

・高学年を対象にした口腔内写真を活用した歯肉炎予防指導は、歯肉炎が改善されただ

けでなく、「やれば結果がついてくる」という次へのステップとなり、家庭での実践に

つなげ生活習慣改善を目指すことができた。 

・ホームページやＰＴＡ広報誌、学校だよりや学年通信、保健だより等を通じて学校での

取組を紹介していくことで、家庭や地域の健康教育に対する理解が深めることができ

た。 

・家族歯みがき調べ（カラーテスト）では、親子のコミュニケーションが分かるコメント

が多く書かれていることからも、家庭の理解度の高まりが伝わった。 

・タブレット端末の普及によりＩＣＴを活用した健康教育を学校歯科医と相談しながら

推進していくことができた。 

  ・児童健康委員が中心となって行っていた、昼の歯みがきが学級の児童のやってみよう！

という気持ちで広がり、全校でさくら３周みがきに取り組む姿が見られるようになっ

た。この広がりがコロナ禍での歯みがきへの大きな推進力となった。 

 

（２）今後の課題と対策 

  ・今後も、学校、学校歯科医、家庭地域が連携しながら歯科保健活動を行うことにより、

自分の課題解決に向けた実践を行うことができるようにする 

・体力向上や視力の低下などコロナ禍での児童の課題を受け止め、日常の指導で克服し

ていけるような活動を健康安全指導部や児童委員会で企画していく。   

・コロナ禍でのヘルスプロモーションの実践活動とその成果から今後また起こるであろ

う健康危機に、多くの教訓を得ることができた。この教訓を学校の危機管理として活用

していく。 
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活動状況調査票Ⅱ 

特徴的な活動② 

児童の心身の健康を支える安全・安心な環境づくり 
～ 未然防止と早期対応を重点にした危機管理を通して ～ 

 
１ 重点課題と活動のねらい 
（１）課題の把握と設定状況 

  学校が児童に対して守り抜くものは、子供の命・健康、子供の心、子供の学びの３つ

である。新型コロナウイルス感染症が世界に広まり、子供を含め我々の日常が変わって

しまったことにより、さらにその使命は強くなった。命・健康、心、学びを守り抜き、

学校が幸せな自己実現の場となるためには、安全・安心な環境が基盤である。 
  しかし、学校や児童の周りには、安全・安心を脅かす危機が数多くある。災害、交通

事故、感染症を含む病気やけが、犯罪、熱中症など、「外からの脅威」は挙げればきりが

ない。加えて近年は、いじめ、ネットトラブル、不登校、児童虐待、ヤングケアラーな

ど、いわば「内なる危機」も増え続けている。 
そのため学校は、様々な危機を予見・回避するための対策を講じるとともに、未然防

止や早期の適切な対応等の危機管理体制を確立し、児童一人一人の心に寄り添いなが

ら、児童にも教職員にも危機対応力を高めることが求められている。 
本校も「ヒヤリハット」事案が少なからずあり、不登校傾向の児童が増加しており、

コロナ禍にあっては、児童同士のコミュニケーションがうまくいかずにトラブルになる

場面も多い。様々な危機に対応する力の育成は、喫緊の課題である。 
  そこで本校では、児童の心身の健康を支える安全・安心な環境を整え、様々な危機か

ら子供の命・健康、心、学びを守る危機管理体制と危機管理能力の育成に重点を置いて

取り組んでいる。 
 
（２）活動のねらい 
 様々な危機の未然防止と適切な対応のため、児童に付けたい力と教職員の組織的な管

理の両面からねらいを定めた。 
【児童に付けたい力】 

   自分の目で見て確かめて適切に判断し、相手の気持ちや立場を思いやりながら最善

の行動をとり、失敗や困難に負けずに最後までやり遂げることができる。 
【教職員の組織的管理】 

   教職員一人一人の危機管理意識と危機対応力を高め、教職員間、保護者や地域、関

係機関と連携・協働を図りながら危機管理体制を構築し、児童の心に寄り添いつつ付

けたい力を育成し、その心身の安全・健康を守り抜くことができる。 
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２ 計画と実践の状況 
（１）全体及び年間指導計画 

  防災の視点から命を守る全体計画に当たるものには「徹明さくら小学校防災計画」が

あり、年度当初にすべての教職員に周知している。また、いじめの観点から命や心を守

る全体計画に当たるものには「徹明さくら小学校いじめ基本方針」があり、これは教職

員だけでなく、ホームページにより保護者や地域にも伝えている。これらの計画や方針

は、例えば年間に数回行われる「命を守る訓練」実施後の振り返りを基に、より実態に

即した内容や方法に改めるなど、年間を通して見直しを進め、毎年更新している。 

  また、「学校教育計画」として作成される各種教育全体計画（道徳教育、生徒指導、特

別活動、総合的な学習の時間等）との関連を図ることで、より児童に力が付くような実

践となるように努めている。 

  このように、学校に存在する様々な計画や方針、マニュアルなどが児童を中心に有機

的に関わり合い、ＰＤＣＡサイクルによって絶えず見直しが図られて次の実践につなが

っていくことが肝要であると考えている。 

 

（２）組織体制 
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学校運営協議会 

支援推進委員会 

安全・安心部会 学習・スポーツ支援部 ふるさと絆部会 

学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員会 

運営委員会 

生活指導部 学習指導部 

・学校安全対策委員会 

・教育相談委員会 

・学校いじめ防止等対策推進会議 

・不登校等未然防止・対策委員会 

・食物アレルギー対応委員会 

・特別支援教育推進委員会   等 

地域 
自治会連合

会 

見守り隊 

まちづくり

協議会 

青少年市民

育成会議 

子ども会 

体育振興会 

消防団 

防災士 

民生児童委

員 

本荘中学校 
各種連絡会 

スクールカ

ウンセラー 

ほほえみ相談員 

家庭 
ＰＴＡ 

見守りボラ

ンティア 

学校保健安全委員会

食育推進委員会 

関係機関等 
岐阜市教育委員会  岐阜市子ども・若者総合支援センター「エールぎふ」  岐阜市保健所 

岐阜県子ども相談所  岐阜中警察署  岐阜中消防署  学校医・学校歯科医・学校薬剤師 

木之本保育所・沖ノ橋認定子ども園 スクールロイヤー  各医療機関  岐阜市保健所等 
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（３）活動の実践状況

①交通事故・犯罪・学校事故から身を守る

本校は、岐阜駅に隣接した岐阜市の中心部にあり、交通量や人流は多く繁華街も

ある地域であり、通学班による集団登下校の形態をとっていない。交通事故防止や

防犯意識の高揚が必須の地域である。 

【交通安全】 

登下校時には危険な交差点に地域の「見守り

隊」の方々３０名ほどが立って見守り活動をして

くださっている。学校や保護者と見守り隊組織

は、定期的に連絡会をもっている。学校の玄関を

入ったすぐの壁にはその方々の写真を掲示して

あり、児童がその前を通りかかる際、自分が通ら

ない地域の見守り隊の方の名前を覚えるなど、親

しみを感じている。 

保護者の「見守り活動ボランティア」もＰＴＡ

から依頼してもらい、年２回以上、都合がつく日

に各自実施し、気付いたこと等をアプリのアンケ

ート機能で提出し、定期的にそれをＰＴＡ役員が

集約して各保護者に配信し、危険箇所等について

周知している。 

また５月には、岐阜中警察署や交通安全協会の

方にお越しいただき、交通安全教室を実施してい

る。以前は歩行の仕方や自転車の乗り方など、実

践的な内容を行っていたが、コロナ禍では集合型

は避け、警察署の方の講話を各教室にオンライン

で放映したり、学年に応じたＤＶＤを視聴したり

する形に変えている。４年生には「交通安全少年

団」の入団式を兼ねているため、警察署の方から交通安全リーダーの委嘱と共に、

地域の交通安全に関する活躍に期待する励ましの言葉をいただいた。 

登校時の「見守り隊」の方と子供たち

保護者見守り活動による危険箇所の集約 

「見守り隊」の方々の廊下掲示

歩行の仕方に関する交通安全教室 警察署の方の交通安全講話 ４年生への交通安全リーダー委嘱 

yoshizaki
テキストボックス
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【防犯】 

   毎年低学年には、県警「たんぽぽ班」による「連れ去り防止教室」を実施し、高学

年には、携帯電話会社による「ケータイ・スマホ教室」と、学校薬剤師による「薬物

乱用防止教室」を実施している。 

   ただ、小学校低学年からスマホを所持する児童も増え、ＧＩＧＡスクールによって

全児童が学校でも家庭でもタブレット端末を使うようになっているため、ネットトラ

ブルや情報モラルに関する内容は、情報主任から全校に伝えたり、学校だよりで家庭

に啓発したりして、学級や家庭でもその使い方をよく話し合うよう指導している。 

   また、ＳＮＳを介した性犯罪被害も低年齢化している実態をふまえ、本年度から６

年生に性犯罪防止教室を行った。これまで保健の授業などで性教育にも取り組んでき

たが、今回は「犯罪」と関連させ、県警本部の少年課に講師をしていただいた。児童

からは、「自分のプライベートゾーンを大切にすることが、体だけでなく自分の心も

大切にすることが改めて分かった。」「ちょっとふざけてしたことが性犯罪の加害側に

も通じる行為になってしまうことに気付いた。」などの感想があった。 

 

 

 

 

 

 

 

  【学校事故】 

   校内安全点検では、月に一度行うだけでなく、常時

「危険はないか」という目で確認することを大切にし

ている。安全点検後は、速やかに一覧表にして誰でも分

かるようにし、校務員により早急に修繕をすることを

基本にしている。校務員も修繕したところから修繕報

告書を上げている。また、修繕が不可能な場合も速やか

に教育委員会施設課等に相談している。 

低学年の連れ去り防止教室 高学年のケータイ・スマホ教室 ６年生の薬物乱用防止教室 

安全点検・結果一覧・修繕報告 
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   ②様々な災害から身を守る 

地震、水害は、「いつか起きるかもしれない。」から、「いつ起きてもおかしくない。」

と意識を変えなくてはならないほど、近年は身近で頻繁に起きている。災害発生時

に命を守ることはもちろん、避難生活にも対応できるような「自助・共助」の力を

小学生にも付ける必要がある。 

そこで、災害発生時にも慌てずに判断できるよう災

害について正しい知識を理解する防災学習を行い、

判断に基づいて落ち着いて行動できるよう様々な想

定での「命を守る訓練」を行っている。土曜日に行っ

た地震に関する防災学習は、全校児童のタブレット

にオンライン生配信し、家庭で親と一緒に視聴する

ことで、家の中の危険や身の守り方を親子で確認する機会となった。 

また、コロナ禍では以前のような地域と合同の防災訓練はできないものの、共助

に不可欠な地域との連帯感や協働が図られるよう、中学校との合同引き渡し訓練を

行ったり、地域の防災士を講師に招いて簡易防災グッズづくりをしたりしている。 

 

土曜日等の教育活動での防災学習 

引き渡し訓練では、保護者による引き取りに加え、中学生が小学生の妹弟を引き取りに来る訓練も行った。 

地域の防災士の指導による「防災ペットボトルランタン」と「チラシでつくる防災スリッパ」づくり 
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   ③いじめから心を守る 

令和元年 7月に起きた、市内中学生がいじめを主

要因に自死するという痛ましい出来事から、岐阜市

は、翌年「岐阜市いじめ防止対策推進条例」を全面

改正した。その中では、教育委員会、学校、教職員、

保護者の責務のみならず、児童生徒の役割、市民の

役割も明文化され、毎月３日を「いじめを見逃さな

い日」と制定された。また、いじめの未然防止、早

期発見・早期対応、発生時の対応に専任する教員「い

じめ対策監」が各校１名ずつ配置された。 

本校でも、全職員がいじめは児童の命や心の危機

であると捉え、「いじめ見逃しゼロ」を合言葉に、い

じめ対策監を中心に家庭や地域と連携をしつつ、未

然防止、早期発見・早期解決に努めている。 

早期発見に関しては、保護者と児童が共に行う

「いじめアンケート」の他に、「心のアンケート」「Ｓ

ＴＡＲアセスメント」を年間に繰り返し位置付けて

いる。「いじめアンケート」に書かれた内容は、その

日のうちに担任、学年主任、いじめ対策監、管理職

がすべて目を通し、右にあるフローチャートを基本

に聞き取りやいじめ対策推進会議を行うなど、その

日のうちに解決に向けて動き出すようにしている。

また、「いじめアンケート」を行ってから 1週間は朝

の時間を「教育相談週間」とし、担任が学級児童一

人一人と 1対 1で話を聞く場を設けている。 

さらに、児童が担任以外にも自分の話しやすい大人に

相談できるよう「Ｗサポート」のシステムをとっている。

これは、児童が学校で担任以外に相談しやすい教職員を

自分で決めるもので、どの児童がどの教職員をＷサポー

ターに選んでいるか全校一覧にして教職員が把握するだ

けでなく、児童自らＷサポーターの教職員にカードを渡

しに行くようにしている。直接カードを渡しに行くこと

で、児童とＷサポーターとのコミュニケーションが生ま

れ、日常的にＷサポーターが声をかけたり表情を観察したりできるよ

うになった。事案やアンケートの聞き取りに際しても、内容によって

は、Ｗサポーターが加わることもある。 

昨年度のいじめ対策監実施報告書 

カードを渡す児童（上）カード（下） 
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早期発見後の早期対応については、その日のうちに保護者や教育委員会に連絡を

取りながら誠意をもって対応するように努めている。事案によっては、スクールロ

イヤーに相談し助言を得ることもある。また、早期対応により解決に向かった事案

でも、担任、いじめ対策監、Ｗサポーターなどが中心となって３カ月をめどに事後

の見守りや声かけを続けている。 

未然防止には、最も力を入れている。いじめは誰にもどの学校でも起こり得る。

「いじめをしない、させない、許さない」という行為に対する約束づくりで満足し

てしまうのではなく、その裏にある心の在り方や互いに認め合える人間関係づくり

について考えたり、「いじめかも」と気付いた時の行動を学んだりすることに主眼を

置いて、毎月の「いじめを見逃さない日」を計画している。 

例えばある月の「いじめを見逃さない日」では、全校にテレビ放送を使って、い

じめをしてしまう心について問題提起をした。 

また別の月には、スクールカウンセラーにオンライン配信で「ＳＯＳの出し方・

気付き方」について話をしていただいたり、学級で学年に応じた気持ちの切り替え

方や「ＳＯＳの出し方・気付き方」について

話し合う授業を行ったりした。スクールカウ

ンセラー２名は、それぞれ月１回程度来校し

ているが、「先生以外にも話を聞いてもらえる

人」として児童も認識しており、保護者から

の相談にも数多く対応していただいている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いじめをしてしまう心」を考えるテレビ放送で使ったプレゼン（一部抜粋）とその放送の様子 

スクールカウンセラーのオンライン配信 
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   ④いかなる状況でも、自己肯定感を高め、夢や希望を拡げる 

毎年行われる全国学力・学習状況調査で国語や算数の点数以上に校内で話題にし

ているのは、児童質問紙の状況である。学びに向かう力の源となるのは、今が幸せ

だと感じる児童の心の健康だと考えているからである。児童質問紙の回答から、毎

年のように本校の課題と感じているのは、「自分にはよいところがあると思うか。」

「夢や目標をもっているか。」という項目である。 

安全・安心で幸せな環境は、周りの大人だけでつくるものではない。当事者であ

る児童自身が自分を好きになり、他者のよさや違いを認め合い、時には失敗をして

も粘り強く取り組むことができた達成感を味わう前向きな心が必要だ。そのため、

自己肯定感を高めたり、多様な他者との協働を通して夢や希望を拡げて達成感を味

わったりできる活動を次のように工夫した。 

  【「とことん学び」と「さくら満開ロード」】  

    自己肯定感を高める取組として、自分のよさや強みを生かす「自分の好きなこと」

にのめり込んで学ぶことを「とことん学び」と称し、高学年で実践した。昨年の夏

休み明けは新型コロナ感染症の第５波のため、岐阜市の公立小中学校は児童生徒数

を半数に分け、隔日で半数が登校し、半数は自宅でオンライン授業を行う分散登校

となった。しかもその期間は、午後の授業は無しになったため、これを機会に自宅

で自分の好きな学習や取り組みたいことを行う「とことん学び」の計画を立てた。

取り組んだことはノートの他、写真や動画などを使ってオンラインでの提出もでき

るようにした。 

    歌が好きな児童は毎日歌を歌って録音したり、卓球が得意な児童は毎日のトレー

ニングの様子を動画に撮ったりしてオンラインで提出した。ゲームが好きでプログ

ラミングに挑戦した児童も、家で飼っているハムスターに興味をもって生態を調

べ、その様子を４コマ漫画に描き続けた児童もいる。大半の児童が自分の好きなこ

とに生き生きと、「とことん」取り組む姿が見られた。そして何より、うまくいって

もいかなくても、楽しそうな児童の姿があった。

この「とことん学び」は、本年度、家庭での自主

学習や長期休業中の学び方のひとつとして、続け

て取り組んでいる。 

    さらに本年度は、自分のよさや強みを伸ばす努

力をしている児童のがんばりについて、「さくら

満開ロード」と名付けた校舎の渡り廊下に、１人

１枚のカードに記して掲示をしている。「よさみ

つけ」はどの学級でも行っているが、このカード

は、自己申告制になっている。自分を自分で認め

ることで、自己肯定感を高めたいと願っている。 
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  【「さくらリボーンプロジェクト」ユニフォームの刷新】  

    本校には、統合以前から６０年以上にわた

って続いている金管鼓笛隊「エンジョイバン

ド」があり、地域の行事や岐阜市で行われる「信

長まつり」のパレードなどで演奏し、地域の

人々に愛されてきた。コロナ禍で管楽器の練習

すら満足にできないなかでもグラウンドで距

離を取って練習したり、地域行事が中止となっ

ても学校独自で演奏会場を探し、地域の方々に聴いていただく演奏会を開催したり

して、６年生全員で絶やすことなく活動を続けてきた。下級生にとっても、６年生

になったら「エンジョイバンド」で演奏するということが憧れにもなっている。 

    昨年度の演奏会で初めて「エンジョイバンド」のユニフォームを着た６年生が、

違和感を口にした。２０数年前から引き継がれているユニフォームは、女子は赤の

上衣に白いミニスカート、男子は青い上衣に白い半ズボンとなっている。「女子が

赤でスカート、男子が青でズボン」というところに、ジェンダーフリー・ジェンダ

ーレスの視点から違和感を覚えたという。ＬＧＢＴＱを含め、多様性という観点で

の児童からの問題提起であると受け止め、児童に改めてアンケートを取った。    

アンケートの集計結果を基に、児童の希望を確かめ、長い年月で傷みも見られるよ

うになってきたユニフォームを刷新することを決めた。 

令和４年度は、開校６周年という記念の年であるため、「さくらリボーンプロジ

ェクト」の記念事業として、児童が自分たちでユニフォームをデザインし、保護者

や地域、地元企業等と協働しながら完成させる活動を描いた。ユニフォームの刷新

を通して、児童が夢や希望を拡げ、自分たちで主体的に夢を実現させる活動である。 

   

ユ
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本校の校区には、戦後より「繊維の街」として栄えた問屋町という地域があり、

今もアパレル企業がいくつもある。その中心の「岐阜ファッション産業連合会」や、

岐阜市の被服に関する家政学部のある岐阜女子大学などにプロジェクトへの協力を

仰いだ。現在までに、「夢を形にする」プロジェクトの流れは次のように進んでいる。 

 

 

 

   

     

 

   

デザイン画を募集したところ、全校か 

ら１２１点の応募があった。プロジェク 

ト実行委員の代表児童で準備を進め、全 

校児童によるコンペティションを開いた。 

コンペの日程を授業参観の日に合わせ、 

保護者にもご覧いただいた。 

 

     

     

   コンペティションの全校児童による投票数が多かった十点余りの作品で、最終審査

を行った。最終審査を行ったプロジェクト実行委員会では、地域代表、保護者（ＰＴ

Ａ）代表、ファッション産業連合会代表、学校代表に加え、プロジェクト実行委員の

代表児童も参加し、大人に交じって臆することなく自分の考えを述べていた。 

   現在は、業者デザイナーと代表児童とが生地や色、デザインの細部について話し合

いながら進めている。自分たちの夢や希望を、多様な大人と共に自分たちの手で実現

させ、１１月にはお披露目の演奏会で達成感を味わうことができると確信している。 

6/10岐阜ファッション連合会理事長の講演

（ファッションの意義、問屋町やアパレル

の街の歴史について話を聞く）） 

 

7/4,5プロジェクト実行委員代表児童による

コンペティションの準備 

6/16岐阜女子大学家政学部生活科学科の学生

さんの出前授業（デザイン画の基礎を学び、

アドバイスを受けてデザイン画を描く） 

7/6,7デザインコンペティション 7/13プロジェクト委員会最終審査 
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シトラスリボンを付ける私の「人権宣言」 

（４）児童会・生徒会の活動状況 

【シトラスリボンの取組】 

 令和３年５月初旬、本校児童で初めて、１名が新型コロナ感染症に罹患したと診断さ

れた。１日休校し、当該児童が在籍する学級全員に校庭でドライブスルーＰＣＲ検査を

行った。当該児童やそのご家族の体調の心配と同時に、その児童の心を守り、安心して

治療・休養・再登校してほしいと切に思った。当時はまだ世の中全体に、新型コロナ感

染症に対する偏見や罹患者・濃厚接触者への誹謗・中傷が少なからずあった。 

  そこで休校明けの朝、校長から全校放送で、他県で始まった「シトラスリボン」の取

組を例に、コロナに関する詮索・差別・誹謗中傷を本校で無しにしたいという話をした。

すると、濃厚接触の疑いで学級閉鎖になっていた隣の学級から、「○組が登校してきた

時に、シトラスリボンで、温かく『お帰り』と迎えたい。」という声が上がった。その学

級から、児童会に「全校で作るようにしてはどうか。」という提案がなされた。 

自分たちで作りたいけれど、作り方が分からないので、手芸に詳し

い学校隣にある公民館の主事に尋ねたところ、２日後、右にあるよう

な全校児童数のシトラスリボンが地域の方々から学校に届けられた。

全校児童は、このシトラスリボンをランドセルや筆箱など目につくと

ころに付け、自分が差別や誹謗中傷をしないだけでなく、家庭や地域にそうした温かい

心が広がっていくことを願うようになった。まさにシトラスリボン「３つの輪」である。 

 

  高学年の児童委員をリーダーに、全校でシトラスリボン

作りが始まった。「お父さんやお母さんにも渡して、同じ

気持ちになってほしい。」「中学生のお兄ちゃんにも付けて

ほしい。」という低学年。「広く地域の方々に配って、地域

全体が温かい思いやりにあふれた地域にしたい。」という

高学年。作り方を教え合いながら、シトラスリボンは全校

児童の手によってどんどん数が増えていった。 

地域からいただいた全校児童分のシトラスリボン 隣の学級の仲間が再登校したら…思いを込めて 

全校でシトラスリボン作り 
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  出来上がった約４００個の

シトラスリボンは、児童が地域

の方々への願いを込めて手書

きしたメッセージカードと共

に小袋に入れ、地域の方に配っ

たり、校区に二つある公民館の

窓口に置いていただいたりす

ることにした。実際に窓口に置いていただいた後、公民館の方から話を伺うと、来館さ

れた地域の方がとても喜んで手に取ってくださり、メッセージカードを読みながら持ち

帰ってくださったそうである。 

  本校では、国内の感染状況と同じようにその後もコロナ感染は続いているが、児童は

もちろん、保護者や地域の方々からも、そのことによる差別や誹謗中傷の話は聞いてい

ない。児童が家庭や地域に働きかけたことによる効果が少なからずあったのではないか

と、児童と共に自負している。 

また、温かい「おかえり」の気持ちが、コロナ感染に関連した児童だけでなく、不登

校傾向等により、学校や教室になかなか足が向かない児童にも向けられていることは、

嬉しい波及効果であった。 

【「あったか言葉かけキャンペーン」の取組】 

 本年度は、児童会で「あったか言葉かけ」に取り

組んだ。「誹謗・中傷をしない」からさらに一歩進

め、自分から進んで温かい言葉をかけることで、互

いを思いやる温かな人間関係を醸成しようとする

活動である。児童委員は、全校が楽しく前向きにこ

の活動に取り組めるよう、学校のシンボルでもある

桜の木をモチーフにしたキャラクターを考え、その

絵をジグソーパズルにして各学級に配付した。キャ

ンペーン期間中、各学級で「あったか言葉」が増え

るたびにパズルのピースが増えていく仕組みとな

っている。 

 本年度は中学校区（２小・１中）の生徒会、児童

会の交流をオンラインで行ったが、本校の児童委員

は、この取組について誇らしげに語った。「取り組

むうちに、言動の裏にある気持ち・思い・心に気付

き、キャンペーン期間が終わっても『あったか言葉』

をかけ合おうとする児童が増えた。」という趣旨の

内容を他校の児童会や生徒会に向けて話した。 

児童委員による袋詰め作業 自治会長さんと公民館長さんに 

ピースが集まって完成したパズル 

児童会・生徒会のオンライン交流 
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（５）家庭・地域等との連携  

   ①情報発信 

    家庭や地域への情報発信については、これまでも学校だよりや保健だよりをはじ 

めとする各種の通信やホームページを使ってきた。学校だよりは保護者に配付する

だけでなく、地域にも毎月、回覧板で回覧していただいており、本校のホームペー

ジは、地域の方にも誰にでもご覧いただけるようにしている。 

昨今はそれらに加え、双方向のオンラインやオンデマンドに便利なコミュニケー

ションツールも活用している。前述したように、防災学習やＳＯＳの出し方・気付

き方などを、家庭で親子一緒に視聴することで、保護者が学校の取組を理解してい

だけるし、その内容が親子の話題にもなる。学校だよりなどの通信類も、紙に印刷

して配付する方法から、保護者のスマートフォンや児童のタブレットにデジタル配

信をするように変えつつある。紙からデジタルに変えることで、保護者は見たいと

きに何度でも手軽に見ることができるという意識に変わってきている。 

②情報共有 

コロナ禍で、対面型や集合型のフィジカルなつながりの機会は確実に減ったこと

は事実である。その分、様々なツールを使ったサイバー空間でのつながりが増えて

きている。例えば、コロナ前は、授業参観後に当たり前に行われていた保護者の学

級懇談会は、この３年間で１度しか開催できていない。ＰＴＡ総会やＰＴＡの役員

会も以前のように行えない。しかし、ＰＴＡはオンラインで会議をし、クラウドサ

ービスで各データが共有され、公式アカウントやオープンチャットで保護者同士の

やり取りができるようになっている。情報共有がスピーディーに行われるところ

は、サイバー空間の良さである。 

反面、一人一人の児童や保護者に寄り添い安心できる関係づくりには、顔を合わ

せるリアルなつながりが不可欠である。特に、いじめや不登校等で心が不安定にな

っている児童の保護者には、必ず頻繁に顔を合わせて話を傾聴することを基本とし

ている。また、一人一人の状況や家庭環境に応じて、中学校区に配置されているス

クールカウンセラーや不登校支援のほほえみ相談員、県の子ども相談所、岐阜市子

ども・若者総合支援センター「エールぎふ」、医療機関、地域の民生児童委員など関

係機関につないで情報共有をしたり、関係機関も参加するケース会議を開いて積極

的な支援の在り方を話し合ったりしている。 

③地域への主体的な参画と協働 

昨年度１１月、「三世代ふれあいイチョウまつり」

を開催した。学校と地域との共催による行事で、街

路樹のイチョウの落ち葉や学校隣の公園を児童と

保護者、地域の方々が一緒に清掃し、その後、地域

による出店ブースで楽しんだ。 
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土曜日等の教育活動の日に位置付けたため、９割以上の児童・保護者が参加し、

高学年児童は、出店ブースの手伝いも行った。本年度は、歯の健康を地域に広める

ことを目的にした児童のブースも出す計画をしている。児童が地域の活動に主体的

に参画・協働することで、学校や家庭以外の地域が、児童自身が困った時に頼るこ

とができるサードプレイス・サードパーソンになることもできると考える。実際に、

地域の中で子供の新たな居場所づくりを進めている場所・団体もある。 

さらに、感染防止や参加児童数の減少により、地域の「子ども会」の活動もこれ

まで通りできなくなっている実態がある。夏休みのラジオ体操もその一つである。

そこで本年度の夏休みには、ＰＴＡと地域のまちづくり協議会が共催して、学校隣

の公園で三世代ラジオ体操の開催を計画した。児童を中心に、保護者世代と地域の

シニア世代が協働する動きが生まれつつある。 

こうした動きのなか、今後、学校・家庭・地域との連携がますます深まることを

期待している。 

 

３ 成果と評価  
（１）成果の状況 
下のグラフにあるように、全国学力・学習状況調査における質問紙回答の経年変化

では、自己肯定感、夢や目標をもつこと、いじめや思いやりに関する項目で上昇の傾

向が見られる。制限の多いコロナ禍にあっても、前向きな心で学校生活を送っている

ことがうかがえる。 

（令和２年度は、新型コロナ感染症による全国一斉休校のため実施なし） 
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不登校児童も、昨年末時点では１５名（年間３０日以上の不登校による欠席）だっ

たが、教室復帰や学校復帰（別室登校・短時間登校・放課後登校）できるようになっ

た児童が増え、本年度の６・７月は、月に７日以上の欠席児童（疾病・けが等を除く）

は７名になっている。学校の安全に関する指導・配慮については、昨年度の保護者ア

ンケートで、「満足」６８％、「ほぼ満足」３１％の（計９９％）の回答をいただいた。 
  こうした数値だけでなく、昨年度は相談室登校だった児童が、本年度は教室で学級

の仲間と共に過ごし、自分の心の状態を考えて「次の時間は、保健室で休む」など、

自己決定ができるようになっている姿を嬉しく思う場面もある。また、昨年度の保護

者アンケートで、「先生が、人から聞いた我が子の姿ではなく、先生自身の目で見た我

が子のことを話してくださり、涙が止まらないほど嬉しかった。」という声も聞かせて

いただいたこともあった。 
今後も児童の姿を丁寧に見つめ、保護者や地域の方々の声を聞き、一人一人に寄り

添う指導・支援、安全・安心な環境づくりを続けていきたい。 
 

（２）今後の課題と対策 
  ・児童自身が自分の心身の状態に気付いたり、担任が児童のちょっとした変化に気付

いたりすることが早期発見の第一歩になることが多いが、児童自身が自覚していな

かったり、担任も必ずしも気付くとは限らなかったりする。そこで、岐阜市が本年

度、各小中学校に導入を計画している「心の天気（自分の心の状態を天気に例えて

毎日タブレットで報告するシステム）」を活用して早期発見・早期支援に努める。 
  ・運動のパフォーマンスが心の状態に大きく左右されるのと同様に、コロナ感染防止

や熱中症による危険回避のため、思い切り体を動かして群れて遊ぶ運動の機会が激

減している現状は、運動能力の低下ばかりか、児童の心にも望ましくない影響を及

ぼしていると考えられる。日本スポーツ協会が推奨している「アクティブ・チャイ

ルド・プログラム（ＡＣＰ）」なども取り入れ、仲間と楽しく体を動かすことで心も

健康にする試みを行う。 
  ・いじめや不登校は、誰にでもどの学校でも起こり得る。未然防止や早期対応・早期

解決は無論大切だが、もし自分の身に起きたときに、自分でそれを乗り越えていく

レジリエンスの力を付ける指導も必要である。日頃から怖れず挑戦し、失敗しても

気持ちを切り替えるたくましさ・しなやかさを育てたい。そのため、体験的活動を

充実させ、道徳教育とも関わらせながら、失敗を次に生かす指導を大切にしていく。 
  ・「チーム学校」として、校内外の様々な人が児童の健全育成に携わるようになった。

人が多くなると、多様な考えにより新しい発想が生まれやすくなる半面、情報共有

が図りづらくなったり、認識の齟齬が生じやすくなったりする。今後も、学校、家

庭、地域、関係機関などで課題を十分情報共有し、方向性を明確にして協働できる

体制を築いていく。 




